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首
都
圏
で
働
く
若
者
た
ち
が
、

週
末
を
使
っ
て
度
々
上
山
市
を
訪

れ
、
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ）

と
し
て
企
画
・
運
営
す
る
「
田
舎

時
間
」
だ
。
首
都
圏
に
住
む
人
が、

本
市
を
訪
れ
る
一
つ
の
大
き
な
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
田
舎
時
間
」
を
中
心
と
な
っ

て
企
画
・
運
営
す
る
の
は
、
東
京

都
内
で
商
社
マ
ン
と
し
て
働
く
貴

山
　
敬
さ
ん
。
「
５
～
６
年
前
、

仕
事
で
疲
れ
た
と
き
、
ふ
と
田
舎

に
行
き
た
い
と
思
っ
た
。
田
舎
に

帰
っ
た
と
き
の
あ
の
安
心
感
、
周

り
の
建
物
や
人
、
文
化
に
と
け
込

ん
で
い
る
自
分
、
自
然
に
逆
ら
わ

な
い
日
々
…
そ
れ
ら
が
も
う
一
度

欲
し
く
な
っ
た
」
。
小
さ
い
こ
ろ

に
祖
父
母
を
亡
く
し
、
帰
る
田
舎

が
な
か
っ
た
貴
山
さ
ん
は
、
田
舎

に
行
く
ツ
ア
ー
を
探
し
始
め
た
。

し
か
し
、
大
人
数
で
の
田
植
え
な

ど
単
な
る
農
業
体
験
し
か
な
く
、

そ
れ
な
ら
、
求
め
て
い
た
少
人
数

で
家
庭
的
な
匂
い
の
す
る
「
田
舎

体
験
」
を
自
ら
作
っ
て
し
ま
お
う

と
、
友
人
の
つ
て
を
た
よ
っ
て
最

初
に
活
動
を
始
め
た
の
が
上
山
市

だ
っ
た
。

　
平
成
14
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
田
舎
時
間
」
は
、
そ
の
後
、

石
川
県
穴
水
町
に
も
広
が
っ
て
い

き
、
２
か
所
で
計76
回
開
催
さ
れ
、

９
月
８
日
現
在
、
延
べ
参
加
人
数

は
４
２
５
人
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
再

訪
）
率
は
37
・
１
％
と
高
い
。
参

加
者
の
約
九
割
が
20
代
半
ば
か
ら

30
代
半
ば
を
占
め
、
大
半
が
首
都

圏
生
ま
れ
の
首
都
圏
育
ち
。
つ
ま

り
、
田
舎
を
持
た
な
い
人
が
多
い

の
だ
と
い
う
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
農
作
業
を
体

験
し
て
次
の
よ
う
な
感
想
を
話
し

て
い
る
。
▽
「
普
段
何
気
な
く
食

べ
て
い
る
お
米
や
野
菜
が
、
農
家

の
人
々
の
愛
情
と
手
間
暇
か
け
て

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
実
感
し

た
」
▽
「
農
家
の
手
助
け
が
で
き

た
の
な
ら
嬉
し
い
し
、
何
よ
り
達

成
感
が
あ
っ
た
。
田
舎
の
日
常
生

活
を
そ
の
ま
ま
体
験
で
き
『
普
通

で
あ
る
こ
と
』
の
大
切
さ
が
分
か

っ
た
」
―
。
参
加
者
た
ち
は
、
普

段
何
気
な
く
や
り
過
ご
し
て
い
る

「
食
べ
る
」
と
い
う
行
為
、
そ
こ

に
行
き
着
く
ま
で
の
必
要
な
過
程

を
、
五
感
で
感
じ
取
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
交
流
全
体
を
通
し
て

▽
「
温
か
い
人
た
ち
が
受
け
入
れ

て
く
れ
る
『
帰
る
場
所
』
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
」
▽
「
街
、
人
、

空
気
、
自
然
…
全
て
が
自
分
を
温

か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
こ
こ

に
は
心
に
栄
養
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
な
ど
と

い
っ
た
感
想
を
耳
に
す
る
と
、「
た

だ
い
ま
」
と
ま
た
訪
れ
る
こ
と
も

な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
る
。

　
こ
れ
ま
で
参
加
者
た
ち
を
受
け

入
れ
た
農
家
は
約
二
十
件
。
全
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
み
な
さ

ん
は
▽
「
最
後
ま
で
仕
事
を
頑
張

っ
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
助
か
っ

た
。
都
会
の
若
者
と
い
ろ
ん
な
話

が
で
き
久
し
ぶ
り
に
息
子
や
娘
が

帰
っ
て
き
た
よ
う
な
楽
し
い
時
間

だ
っ
た
」
▽
「
農
家
の
暮
ら
し
や

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
来
て
く
れ

る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
。
食
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
絶
え
な

い
現
在
、
一
つ
の
仕
事
を
一
緒
に

し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話

し
、
直
接
現
場
を
見
て
も
ら
え
た

の
は
幸
せ
な
こ
と
」
と
話
す
な
ど、

普
段
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
い
都

会
の
若
者
と
の
交
流
が
良
い
刺
激

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
農
業
や
食

へ
の
理
解
、
ま
た
長
期
的
に
見
れ

ば
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
逆
に
▽
農
繁
期
な
ど
、
農
家
が

労
働
力
を
必
要
と
す
る
時
期
と
、

参
加
者
が
来
訪
す
る
時
期
が
必
ず

し
も
合
わ
な
い
た
め
、
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
保
つ
か

▽
受
け
入
れ
農
家
の
確
保
や
新
規

開
拓
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
―
が
主
な
課
題
と
し
て
浮
か
び

上
が
る
。

　
田
舎
と
い
う
空
間
で
、
農
作
業

を
通
じ
て
、
都
会
と
田
舎
、
両
方

か
ら
の
参
加
者
に
交
流
の
場
を
提

供
す
る
「
田
舎
時
間
」
。
普
段
と

は
違
う
日
常
の
中
、
自
然
に
囲
ま

れ
地
域
で
生
き
る
自
分
を
見
つ
め

な
が
ら
、
自
分
が
忘
れ
か
け
た

『
大
切
な
も
の
』
、
そ
し
て
『
帰

り
た
く
な
る
場
所
』
を
求
め
て
や

っ
て
く
る
都
会
の
人
々
。
ま
た
、

「
い
つ
で
も
帰
っ
て
お
い
で
」
と

家
族
同
様
、
彼
ら
を
温
か
く
包
み

込
む
地
元
の
人
々
。
お
互
い
の
心

を
結
ぶ
『
新
し
い
絆
』
が
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
着
実
に
芽
生
え
始
め

て
い
る
。

基本的に週末の土日で１泊２日。農産物の収穫や田

植えといった作業はもちろんだが、サクランボの受

粉作業や芽かき、ブドウの袋かけ、田んぼの草取り

や苗箱洗いなど、農家での日常的で地味な作業も多

い。本企画へ参加するメンバーは３～10人の少人数。

必要な経費は、主に交通費と実費、旅館に宿泊する

場合は宿泊費。ときに、農家や古民家、公民館に宿

泊することもある。農家はボランティアで参加者を

受け入れ、食事も提供するほか、夜は交流会が設定

されるなど、地元のみなさんとたくさん触れ合う機

会があるのも大きな特徴。

田
舎
時
間
INAKAJIKAN

田舎時間とは…

■はじめは、わざわざ上山まで来て無償で働いてもらっていいのかな

という気持ちでした。でも都会の若者との新しい出会いは、普段は限

られた世界で仕事をしている自分たちの刺激になり、「リラックスで

きて楽しかった」と帰って行くみんなの笑顔を見るたびに嬉しくなり

ます。また一緒に汗を流して、たった一つの果物でも、それができる

までにさまざまな手間暇がかかっていることを分かってもらえたとき、

受け入れて良かったなと思います。彼らに満足してもらうため、どん

な田舎料理を出そうか、どんな仕事をしてもらおうか迷うのも正直な

ところ。受け入れ側は、貴重な労働力として期待する部分もあるので、

しっかり仕事をするところはしてもらい、お互い無理をしない工夫が

「田舎時間」の広がりにつながっていくのではないでしょうか。
十五回ほど受け入れている吉田さん夫妻。季節に
応じて労力が必要な仕事をしてもらっている

「リラックスできた」という笑顔が嬉しい

吉田晃兵衛さん
(小穴・53歳)

久子さん
(48歳)

受け入れ農家

インタビュー

HISAKO YOSHIDA KOUHEi

お
互
い
の
心
を
結
ぶ

『
新
し
い
絆
』

き
ず
な

都
会
の
若
者
が
、
週
末
に

お
金
を
か
け
て
農
作
業

都会発、田舎行。

食を五感で味わう週末
＠田舎時間ホームページ　http://www.inakajikan.com/

田舎かえる、都市カエル

ずっと帰る場所が

欲しかったから、
大人になって田舎時間。

いつだって、

いくつになっても、
取り戻せるんだ。

間宮三紀 著「田舎時間」より

 home

◎間宮三紀(まみや・みき)

フォトグラフエッセイスト。田

舎時間参加者の一人で、今年８

月、現地の風景を交えたフォト

エッセイ「田舎時間」を出版

＠ホームページ http://3color.jp

■日々の慌ただしい生活から離れ、自然に癒されたいと思

い参加しました。さくらんぼの摘果、わらび採り、愛情た

っぷりの山盛りご飯、川一面に飛ぶ蛍…とにかく感動の連

続でした。そして受け入れ農家をはじめ地元のみなさんの

温かさに触れ、日々の忙しさに追われ最近忘れかけていた

「大切な何か」を思い出した気がしました。自然・人・食、

すべての虜!!帰りの新幹線でまるで魔法がとけたように寂

しい気持ちになる…上山はそんな夢のような場所です。こ

れからも、上山の知らない顔を探しに戻ってきます。

■都会の若者が求める田舎は「素直な自分に戻れる場所」

だと思います。活動を通して、他人を受け入れるのはそう

簡単ではないにも関わらず農家宿泊が増えているほか、体

験農家の直販案内が楽しみになったり、結婚式の引き出物

に自家製のジュースをお願いしたり、少しずつですがよう

やく交流がつながりになってきたと思います。ＮＰＯ法人

になって１年。より多くのみなさんに信頼してもらえる組

織となれるよう、また参加者1,000人を目標に、まずは活動

を継続していくことが大切だと考えています。

自然・人・食、すべての虜!!夢のような場所 松
永
美
希
さ
ん
（
東
京
都

・29
歳)

上
山
で
２
回
参
加

M
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とりこ

ほたる

参加者 インタビュー

少しずつ、交流がつながりに貴
山
　
敬
さ
ん
（
東
京
都

・30
歳)

「
田
舎
時
間
」
代
表
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【特集】我が〝心のふるさと〟


